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【区分】　　上下水道工－送配水工 様式３

技術の名称 落差マンホール

開発会社名 羽田コンクリート工業株式会社

ＮＥＴＩＳ登録番号 ■登録済み：登録番号【　　KT-110033-A　　】　　　　　□未登録

申請先の地方整備局 関東地方整備局　関東技術事務所

分類 〔レベル１：上下水道工〕、〔レベル２：送配水工〕、〔レベル３：　　　〕、〔レベル４：　　　〕

使用可能な工事の種類 下水道工事、排水構造物工事

技術名称 棚式の場所打ちマンホール

選定理由 一般的に実績が多い形式なので、従来技術に選定した。

備考

中 小 従来技術のコスト 申請技術のコスト 従来技術との比較＜結果＞

イニシャルコスト 単位数量当り 2,678,497.21円/1基 20,170,054円/1基 653.04%低下 -

ランニングコスト 対象外 - - - -

その他 － - - - -

トータルコスト 合計 2,678,497.21円/1基 20,170,054円/1基 653.04%低下 -

備考

中 小 ①現行基準値等
②申請技術について実証により
確認した数値等

③従来技術との比較＜結果＞

構造

コンクリート強度 25N/mm2以上 σc＝46.0N/mm2 同等

施工段階
※仮設工については施工段階の
安全性は含まない。

－ － － -

物性

－ － － -

形状

－ － － -

能力

躯体の摩耗
流水による摩耗低減を目的に、
流速抑制のための減勢工を設け
ること

らせん状水路による減勢工が設
置されていることを確認。

同等

材料

鉄筋
JIS G 3112（鉄筋コンクリート用
棒鋼)に適合すること

JIS G 3112(鉄筋コンクリート用棒
鋼）

同等

施工

－ － － -

完成物

製造精度

出来形寸法の許容差
内径：±8mm
高さ：±5mm

厚さ：-4mm～+8mm

出来形寸法の実測値
内径：±0～－2mm
高さ：＋1～＋2mm
厚さ：＋1～＋2mm

同等

現場作業 プレキャスト製品であること
プレキャスト製品であることを確
認した。

プレキャスト化により現場作業が
低減できるため向上

工程 － 5.3日/1基 52.3日/1基 89.87%短縮

現場条件

施工スペース
作業スペースとして97m2以上必
要

作業スペースとして97m2以上必
要であることを確認した。

同等

内径 φ2.0m±8mm以内 内径φ2.0m±0～-2mm -

立坑径 設置立坑径φ2.5m以上あること
設置立坑径φ2.5mであることを
確認した。

従来技術の立坑径φ3.0mより縮
小出来るため向上

流入出管外径
流入出管外径φ1.4m以下である
こと

流入管外径φ0.950m
流出管外径φ0.832m
であることを確認した。

-

排水可能流量 2.46m3/s以内 最大排水量2.466m3/s -

自然条件

－ － - -

施工管理

－ － - -

難易度

－ － - -

社会環境

残土処分量 残土処分量を従来より少なくする
残土処分量が従来より減少する
ことを確認した。

水路及び階段が一体化されて省
スペース化でき、残土処分量が
減少するため向上

作業員環境

- - - -

独自基準等の有無 技術指針、設計基準等 有（自社標準図）

積算基準等 有（自社歩掛）

施工管理基準等 有（自社施工要領）

その他

適用範囲

評価項目 申請者記入欄

大

経済性

その他

評価項目

耐久性

申請者記入欄

比較対象とする従来技術

合理化

大

安全性

※労働安全衛生法上の安全性
等は含まない。

品質・出来形

施工性

周辺環境への影響

その他


